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の復興などはその好例である（日本レコード協会［1993 : 107～119 ］）。 
 
このような経過を経てベルリーナの円盤レコード発明からほぼ 120年が経過した 20世紀






































年に独 BMG 社に買収され社名も BMG ミュージックに変更された）がソニーに吸収されソ





60％から 70％を超える状態に至り、時期によっては多少の増減もあるが、それ以降 20 世
紀の終盤の時期までその状況が続いている。このため欧州連合（ＥＵ）の欧州委員会が認
めた 2004年のソニーによるBMG買収は、独占禁止法違反なのではないかとの批判も出て、






多少の変動はあっても長期的にはほとんど変化ない。たとえば 1980 年、90 年、2000 年に
おける世界のレコード市場のシェアは＜表１＝IFPI 国際レコード産業連盟資料＞の通りで




























































































































タルの市場占有率は 70 年代には 40％前後であったが、メジャーの進攻が本格化す

















































































コード会社だった。電気録音は RCA とコロムビア、LP レコードはコロムビア、EP













































































                                                 
１日本では 1904（明治 37）年に輸入代理店の天賞堂が、新聞広告に使ったことが最初と
されるレコードという呼称（それ以前は平円盤と呼ばれていた）は。その後 SP 盤の時
代、LP 盤・EP 盤の時代を通して使われた。しかし 1983（昭和 58）年 CD が登場す









  この点については本稿第 1 章第 1 節で詳述する。 
  






４    IFPI（International Federation of Phonogram and Videogram Producers）
は、国際的なレコード業界の業界団体。日本では「国際レコード・ビデオ製作








                                                                                                                                               






















  その場合パッケージの製造は、VHS テープや CD,DVD の製造工場を持つ、レコード会
社に発注することが多かった。（日本レコード協会 50 周年委員会 1993『日本レコー































＞と命名したあと、同年の 12 月に特許を申請し、翌年 78 年の 2 月には異例の速さで受理
される。当時アメリカではほかに類似の発明品の申請がなかったためといわれる。そして彼




















































































1922 年にアメリカのコロムビア社から独立する。その後 1927 年にはアメリカ・コロムビ







































で、1889 年 11 月ベルリン工業会での公開実演は反響を呼び、ドイツのケンメラー・ウン
ト・ラインハルトという玩具会社が、グラモフォンのプレーヤーとレコードの販売をするこ































































































































































ードの歴史=The fabulous phonograph 』（1977）、及び岡俊雄著『レコードの世界史』（1986）、




















































第２節  立ち上がりが遅れた日本のレコード産業 






























































































































































































































                                                 
 


































５ 「蛍の光」はスコットランド民謡。現地でのオリジナルのタイトルは「Auld Lang Syne」
（オールド・ラング・サイン）。直訳すると「久しき昔」という意味。歌詞は「旧友や昔
の出来事は忘れられていくものなのか・・・」というような内容。「庭の千草」はアイル






                                                                                                                                               
という内容。このようにいずれの歌も日本の唱歌は、メロディーはオリジナルを使って
いるが、タイトルや歌詞はオリジナルをほとんど無視していた。 






















































ほど前の 1902（明治 35）年の 12 月中旬にインドのカルカッタを出発し、すでにシンガポ
ール、香港、上海に立寄り、現地の音楽の録音を済ませ、その後日本の長崎、門司、神戸
に寄港して名所見物などを楽しみ、横浜港に到着したものである。 
横浜到着後、ガイスバーグ一行は、同年の 3 月 3 日に再び横浜港から帰途につくまで、
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約 1 ヶ月半のあいた東京に滞在し、当時演奏・上演されていた日本の音楽・芸能を、じつ






1 月 16日：横浜着 グランド・ホテル泊   
1 月 17日：横浜 山手散策 
1 月 18日：鎌倉見物   
1 月 19日：ガイスバーグの父危篤の報が届く 
１月 20日：（記事なし） 
１月 21日 父死去の報が届く 
１月 22日～28日（記事なし） 
１月 29日 東京でブラックの高座を見る 
１月 30日 別便で送った録音機材が到着する 
１月 31日～2月 1日 （記事なし） 
2 月 2日  東京へ移動、メトロポール・ホテルに滞在開始 
2 月 3日  雪に降り込められる 
2 月 4日  メトロポール・ホテル内の仮設スタジオで録音開始。この日だけで 
５４演目録音する。 
2 月 5日  英国大使館コンサートに行く 
2 月 6日  録音続行 
2 月 7日  吉原見物 
2 月 8日  （記事なし） 
2 月 9日～11日 録音続行 
2 月 12日 歌舞伎観劇（盛綱陣屋） 
2 月 13日 録音続行（芸者バンド） 
2 月 14日  （記事なし） 
2 月 15日  上野公園見物 
2 月 16日  雅楽出演交渉 
2 月 17日  録音続行 
2 月 18日～2月 20日 （記事なし） 
2 月 21日  上野の茶屋へ 
2 月 22日  新派観劇 
2 月 23日  （記事なし） 
 33 
2 月 24日  横浜へ 骨董品店めぐり 
2 月 25日  （記事なし） 
2 月 26日  小松宮（華族）の国葬を視察 
2 月 27日  録音続行 
2 月 28日  録音続行（雅楽） 
3 月 1日   東京で知人と会食 
3 月 2日  横浜へ 通関と機材の船積み 





























































































































後、1905（明治 38）年の 11 月と、その翌年の 2 月にも、マーカーとカーソンという 2 人
の録音技師を日本に派遣し、同様の録音を行っている（山口［1936：101］）。このときは東





った。その時期については明確な記録がないが、第 1 回目は 1907（明治 40 年）年ではな
かったかという説がある。だが米国ビクターのキャムデンから発売されたレコードのレー
ベルの表記が、1907 年 2 月 1 日となっていることから、日本での録音は前年の 1906（明











































このときの米国ビクターの第 2 回目の出張録音では、12 インチ盤が 37種、10 インチ盤














治 39年）、ドイツのライロフォン（明治 42 年）、フランスのパテ（明治 44年）など、ヨー
ロッパのレコード先進国からの日本への出張録音が相次いで行われ，それぞれ本国でレコ
ード化されたものが、三光堂をはじめとするレコード店で輸入盤として販売された（倉田 









































注目も高まった時期だった。当初間口 2 間の店舗が、開店 1 年後には 6 間に広がる大店舗


















































































ーは、1902（明治 35）年 9月から翌年 8月までの、じつに 1年に及ぶ長期出張旅行であり、
その訪問先はインドのカルカッタに始まり、シンガポール、香港、上海、そして東京、バ
ンコク、ラングーン、最後に再びインドのデリー、ボンベイで終わるというものだった（）。






























                                                 
１ 原題は「Music on Record」。1946年にロンドンで出版されている。 
 
































   http://www2s.biglobe.ne.jp/~amatsu/  
 










た。これらについては第 1章第 5節を参照されたい。 
 








































































標も Symphony、 Royal、 American、Globe、Universal という 5 種類を使った。いずれ
も英語の名称であり、英文字のまま表記された。さすがに曲目と演奏者の名前は日本語で










ところで、発足した当時の日米蓄音器株式会社の登記（明治 40 年 10 月 30 日）の概要は、
『日本コロムビア 50 年史』によれば、つぎの通りであった。 
  
商号 ： 日米蓄音器株式会社 
   本店 ： 神奈川県橘樹郡川崎町久根崎 126 番地１ 




設立の年月日 ： 明治 40 年 10 月 31 日 
資本総額 ： 金 10 万円 
1 株の金額 ： 金 100 円 
各株に払い込みたる金額 ： 金 25 円 
取締役の氏名住所 
   横浜市山手町 9 番地    エフ・ダブリュ・ホーン 
   同  根岸町 1161 番地   ジー・ジー・ブレディー 
同  山手街 9 番地    ゼー・エス・ニコル 
同  同町 3 番地     フランク・エッチ・、アベー 
同  山手町 23 番地    ゼー・アール・ゲアリー 
監査役の氏名住所 
   横浜市山手町 9 番地    エー・エー・ニューンス 



































































































































































































































強いのが、日本蓄音器商会の日東蓄音器への攻勢である。日東蓄音器は大正 9 年 3 月



































は速いテンポで普及し 2 年後の 1922 年には全米に 600 ものラジオ局が誕生、1926 年


















のではないか。彼は 1925 年 12 月に大正時代が終わり、昭和という新たな時代に入る
のを待っていたように、日本蓄音器商会の総株数の約 35.7％を英国コロムビアに譲渡









































                                                 
１  現在の川崎市のこの地は、日本のレコード産業発祥の地である。近年この土地の所有
者のコロムビア社が、この記念すべき土地を売却したことで話題となった。（日本経済
新聞 2006 年 11 月 8 日朝刊「レコード発祥の地に超高級マンション」） 
 








４  森垣二郎の 1960（昭和 35）年の著作『レコードとの 50 年』と、山口亀之助の 1935


























  https://www.yamano-music.co.jp/docs/yamano/outline.html 
 
９  日東蓄音器は多くのレコードを発売していただけではなく、「ニットータイムス」とい
う PR 雑誌まで発行していた。新譜案内を中心とした 20～30 ページの小冊子だが、自
社の新譜の意義解説や読者の評価まで掲載していた。この会社が単にレコードを売る
だけではなく、文化の向上意識を持って活動していたことを窺わせる。（渡辺裕著『日




   ～欧米ビクターとコロムビアの上陸 
 
 




































































ようになった。会社開設から約半年が経過した 1928（昭和 3）年 2 月、いよいよ国内プレ











































に 1 億ドルの大台に乗せるというピークに至ったが、25 年には 5900 万ドルにほぼ半減す
る。その原因はラジオの急激な普及であった。この事態を憂慮するあまり創業者であり社






















































本でプレスされた洋楽レコードが 44種発売された。これは日本ビクターの洋楽の第 1 回発



















































































































































































































































































































































翌年の 1934（昭和 9）年、7年間の日本滞在にピリオドを打ってアメリカに帰国した。 
 
 日本ビクターに資本の移動が起こったのはコロムビアに遅れること 3年後の 1936（昭和
11）年である。RCA ビクターは日本ビクターの持ち株の過半数を、コロムビア株の譲渡先
でもある日産に譲渡し、さらに 1938 年（昭和 13 年）には残りの株も手放した。これによ
ってコロムビア、ビクターも外資とは決別し完全に民族資本企業となった。それは会社経
営も欧米人の手から日本人の手に移ったことを意味する。1938 年（昭和 13年）といえば、













































                                                 
１ このように日本ビクター蓄音機株式会社は、アメリカ・ビクター社の全額出資でスター






















































































      






























第 1節 レーベル別ライセンス契約の時代（50～60年）の進展 















































になり、その状況は 90 年代まで続いた。さらに 60 年代には日本コロムビアの株式を日立
電機が保有するようになり、やはり社長が日立から送り込まれるようになった。またこれ














































開は意外に早く、1945（昭和 20）年 8 月 15 日の戦争終了の 2 ヶ月後の 10 月には、当時日
蓄工業と名称を変えていた日本コロムビアが邦楽レコード（この時期はＳＰ盤）と、ポー
タブル蓄音機の生産・販売を再開した。工場が戦災を免れた同社だからできたことであっ






洋楽の発売を開始したのは、1947（昭和 22）年 10 月になってからである。 
この時期には戦時中の横文字名称禁止が解かれ、各社は相次いで戦争前に名乗っていた
カタカナの社名を復活させた。1945（昭和 20）年 12 月にはビクターは戦時中に名乗って


























この契約の締結によって、1949（昭和 24）年 9 月からコロムビアのポピュラー音楽は従
来のＭ盤シリーズに代えて、新たにＬ盤シリーズが設けられ新しいポップスが発売される
ようになった。Ｌ盤シリーズとはＬ1000 番からのレコード番号が使われたからそう呼ばれ



























































































































































（1947 年）、「インペリアル」（47 年）「エレクトラ」（47 年）、「マーキュリー」（47 年）、（50
年）、「ベル＝アリスタ」（54 年設立 73 年にアリスタに改名）、「リバティ」（55 年）、「ワー











れるレコード会社、CBS コロムビア、RCA ビクター、EMI が、新興レーベルには負けず
とばかりに活動を続けていた。この時期に誕生したスーパー・スターたち、たとえば前述














































相継いで日本にも提供されていた。そのため 50 年代から 60 年代にかけてのこの時期は、

































































チクであり、そこに 1953 年レコード事業を開始した東芝（1960 年東芝音楽工業として独
立）が加わった。各社が 1950 年代に交わしていたアメリカのレーベル契約の主なものは、






















も持っている。またインパルスは 1960 年に ABC パラマウントのサブレーベルとして設立
されたので、ABC パラマウントの日本のライセンス先が、キングレコードから日本コロム
ビアに移ったときは、インパルスも同時に移行した。また 1956 年に設立されたヴァーヴは










 （米国ニューヨーク州弁護士 飯田浩司「レコード・ビジネスにおけるライセンス契約」 







時が初めてであった。（コロムビア 50 年史編集委員会編 1961 『コロムビア 50 年史』） 
 
３ 原題は Smoke Gets in Your Eyes。ジェローム・カーン作曲による 1933 年の作品。ミュ
ージカル『Roberta』に使われた曲で、最初ラジオ番組のテーマ曲用書かれたが、このミ
ュージカルで使うことにしたことで成功しその年にヒットチャートでポール・ホワイト





















ニュース制作部門の 3 つから成る）を AFN（エイエフエヌ American Forces Network、 
米軍放送網）と呼んだが、日本でのラジオ放送は、FEN（エフイーエヌ、Far East Network、 
極東放送網）と呼ばれ 1997 年まで継続した。放送はアメリカのニュースや流行ってい 
る音楽が中心だった。日本のポピュラー音楽ファンにも情報源となった。キャッチフレ 
ーズは We Bring You Home だった。 
http://www.uhchronicle.com/a000000108/a000000108jt.html 
 












９ このように 1970 年代前半は、日本のレコード市場で洋楽の売上比率が邦楽に比べて最も
高かった時期であるが、最高値を記録したのは 1968 年の洋楽 45％（邦楽は 55％）であ
る。とはいうもののこのことからは、少なくとも戦後の 1950 年代以降の年次統計におい
ては、日本の市場で洋楽が邦楽を上回ったことはないということもわかる。（日刊レコー







第２節 新興メジャー３社の誕生とその足取り      
～６大メジャー時代の到来によるレコード産業の活況 
 






































































































































































































































すなわち発足と同じ 72 年にはアメリカのジャズの名門ヴァーヴを買収、1980 年には 50 年
の歴史を誇るクラシックの名門、ロンドン・デッカのクラシック部門を買収した。さらに





























































                                                 































ィー(共著) 、林田ひめじ(訳)  早川書房 1992 
②『アトランティック・レコードを創った男～アーメット・アーティガン伝』ロバート・











６ カラヤンは、1955 年から 1989 年までベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の終身指
揮者・芸術監督を務め、一時期それと同時にウィーン国立歌劇場の総監督やザルツブ
 97 














グレコードが発売した。（CD-BOX「カテリーナ・ヴァレンテのすべて」全 101 曲入り 































1967 年の 6 月、外資審議会から政府に答申が出され日本の産業の 17 業種についてはい
きなり 100％の資本自由化、33 業種についてはまず 50％の自由化が規定された。その 33
業種のなかにレコード製造業＝レコード産業が含まれていた（日本レコード協会 













が置かれてスタートし、60 年には東芝音楽工業として別会社となる。その翌年 61 年には東
芝音楽工業にキャピトルが資本参加するので、厳密にいうと東芝音楽工業はこの時点で合
弁会社となった。しかし 69 年に外資と日本資本が折半の正真正銘の合弁会社となる。また
同じ 69 年には、日本グラモフォンがドイツ･グラモフォンとの 50％の合弁会社に生まれ変
わった（日刊レコード特信［2000 : 15］）。 
 1970 年代に入ると日本側が松下電器と日本ビクター、外資はオランダのフィリップスの






























































































る（Original Confidence［2002：7 月 22 日号・15～17］）。 























































































年後＝1990 年の 12 月、日本ビクターとビクター音楽産業からなるビクター・グループと、
アメリカＭＣＡレコードが 50％ずつの出資による、ＭＣＡビクターの設立が発表され、翌
91年の 4月同社が発足した（日本レコード協会 ［1993 :307］。おりしもこの発表からわず











































































                                                 
１ 資本自由化。国際資本取引に対する制限を緩和・撤廃すること。具体的には外国資本の
日本への流入と日本資本の海外への流出の制限をなくすことをいう。ここで日本の産業
が影響を受けるのは外国資本の日本への流入である。資本の自由化は 1967 年 7 月 1 日











































ープ四十年史編纂委員会  1999 『抱えきれない夢～渡辺プログループ四十年史』） 
 
７ これの事情は、生明俊雄『ポピュラー音楽は誰が作ったか～音楽産業の政治学』勁草書
房刊 第 3 章に詳しい。 
 
８ ワーナー・パイオニア社は、設立 1 年目（1971 年度）に 27 億円の売上を達成し、外資
との合弁会社でありながら、邦楽の売上比率が 46％（洋楽は 54％）もあった。ヒット曲
に恵まれるという幸運もあったが、渡辺プロダクションの力量を内外に印象づける結果




































とんどが’90 年代に達成されているのだが、唯一の例外は東芝と EMI による合弁の東芝
EMI の場合である。東芝 EMI は 21世紀に入ってもしばらく合弁は解消されず 2007 年ま
で継続した４。他の合弁に比べてもかなり長期間維持されたことになる。それは EMI が日
本に 100％の自己資本のレコード会社を持つことに、それほどの執着がなかったからとも思
えるが、じつは 1994 年に東芝ＥＭＩの資本構成がそれまでの折半からＥＭＩの 55％、東
芝の 45％保有に変更されたため、ＥＭＩが経営の実質的な主導権を持つようになったこと
と関係があるのではないかとも思われる。2007年の合弁解消によって EMIの 100％出資に


















































































































































































の結果、1987 年 10 月のいわゆるブラック・マンデーを呼ばれる歴史的なニューヨーク株
式市場の暴落に乗じて、弱気になったＣＢＳ側を一気に説得し、20億ドル（約 2,700億円）










































                                                 
１ 1961（昭和 36）年に設立されたレコード特信出版社は、日本で唯一のレコード業界専門
 115 






















環として、保有全株を EMI Group Limitedに売却[1]し、音楽ソフト事業から撤退すると




５ ファンハウスは 1984年、東芝 EMI株式会社の制作ディレクターをしていた新田






















































































































































































レコード産業にコロムビアとビクターという 2 社の 100％外資レコード会社が誕生したの
は 1927（昭和２）年だったが、４年後の 1931 年の統計では当時日本に経営拠点を置いて






術革新が起こったことに注目する必要がある。それは 1950 年代に開発された LP レコード
と EP レコードが皮切りとなった。LP の登場はアルバム作りという音楽制作の可能性を高
め、EP の登場はヒット曲の多発を生んだことによりレコードの価値を高めた。それらはレ































































































年）、「マーキュリー」（47 年）、（50 年）、「ベル＝アリスタ」（54 年設立 73 年にアリスタに
改名）、「リバティ」（55 年）、「ワーナーブラザーズ」（58 年）、「モータウン」（59 年）、「リ
プリーズ」（60 年）、「A&M」（62 年）、などがある。またイギリスでは、「アイランド」（62






































































































































































































































邦楽・洋楽の売上比率は、戦後しばらくは洋楽の増加続き 1970～74 年の 5 年間は約 40％
となりピークを迎える。しかしその後は邦楽の比率が増え始め 90 年代には洋楽は 25％前後
































































































第２次戦後の LP と EP 盤の開発はレコード史上さらに大きな意義を持つ出来事だった。
１枚のレコードで長時間の録音・再生することへの研究は、それまでも多くの企業や機関
が取組んできたことだったが、第２次世界大戦後の 1940 年代の終盤になってついに実用化




コード会社に自社が開発した LP への参入を呼びかけたが、ほとんどの会社がそれに応じた 
しかし大手の会社ではＲＣＡビクターだけがコロムビアの呼びかけに応じなかった。そ




は明白だった。しかし EP も生き残ることになった。片面が数分の EP はポピュラー音楽の
ヒット曲を 1 曲（両面で２曲）ずつ収録するには格好のものであり、EP 盤というよりもシ
ングル盤という名称で、戦後に始まったポピュラー・ヒット曲の時代を、SP 盤からのバト
ンタッチを受けるかたちで支えることになった。EP の技術もビクターが各社に開放したの
で、その結果 LP と EP は新しい音楽複製メディアとして、20 世紀の後半のレコード市場
の伸長を促す役割を演じることになった（岡 ［1986 : 121～122］）。 
 
































ーマットを提唱するメジャー３社の見事な演出だった。この CD の収録時間は 74 分とされ
たが、それはカラヤン指揮のベートーヴェン交響曲第９番「合唱つき」の演奏時間である、









ュラー音楽では折しも CD の初発売の 82 年に「スリラー」を大ヒットさせていたマイケル・
ジャクソン（エピック・ソニー）や、70 年代後半から人気のビリー・ジョエル（ソニー）






































                                                 
１ イギリスにさえハリウッドのメジャーが本格的な映画製作会社を置いた歴史はない。戦
前に MGM がイギリスのハートフォードシャーにスタジオ（MGM British）をかまえ、
『響け凱歌』（1938 年）、『チップス先生さようなら』（1939 年）など多くのヒット映画を
生み出したという事例はある。戦後は『逢びき』（1945 年）、『大いなる遺産』（1946 年）、
『オリヴァ・ツイスト』（1948 年）、『邪魔者は殺せ』（1947 年）、『第三の男』（1949 年）、
『アラビアのロレンス』（1962 年）、『素晴らしきヒコーキ野郎』（1965 年）、『2001





  British） 
 
２ レコードが出現する 19 世紀以前の時代には、音楽も生演奏のライブが行われる場所で聴 











































CD 売り上げが不振に陥った 20 世紀終盤はレコード会社は、発売点数の絞り込みを行い
批判の声が高まった。 
 
８ サンレコードは 1952 年、サム・フィリップスによってメンフィスに設立された。
エルヴィス・プレスリーがデビューしたレーベルとして有名だが、他にもカール・
パーキンス、ロイ・オービソン、ジェリー・リー・ルイス、ジョニー・キャッシ






９  ビートルズが契約したパーロフォン・レコードは当時英国 EMI のなかでも小さなレー
ベルの１つ。パーロフォンは 1896 年ドイツでカール・リンドストレーム社によって設
































音の技術における技術革新だったからである。LP と EP とあいだにも使用上の互換性
があった。LP の多くの再生プレーヤーにはターンテーブルの回転速度を変える仕組み
があり、33 回転 1/3 の LP と 45 回転の EP が同一のピックアップで再生することがで
きた。（岡［1986］） 
 




スフィアという会社で、メジャーでは 56 年に RCA ビクターが発売した。ステレオ LP
を最初に発売（1958 年 1 月に）したのもオーディオ・フィデリティというマイナーな
オーディオ専門レーベルであり、他のマイナー・レーベルがそれに続いた。この時期
メジャー各社もすでにステレオ LP の開発にそれぞれ成功していたが、まだ RIAJ（ア
メリカ・レコード協会）で規格の統一の相談がされていた段階だった。同年７月から
RCA ビクター、コロムビア、ウェストミンスター、ヴァンガードなどの大手も一斉に
発売を開始した。（岡［1986］）                           
 137 
２．  欧米メジャーの進出を容易にした戦後の日本のレコード産業の機能的・制度的 
変化  
 
情報化時代の到来といわれた 1970 年代、ニューメディアの時代といわれた 80 年代、そ
して前半はマルチメディアの時代、後半はＩＴ時代と喧伝された 90年代、それぞれの時代

























































































































































































































































































やがて 1960 年代の後半から 70 年代にかけて、レコード会社の外にレコード音源の録音
を主たる機能とするスタジオがつぎつぎに誕生する。開業した年代順にその主なものを挙
げてみる。東京を例にとれば、モウリスタジオ（1970 年目黒で開業）、サンライズ･スタジ















































































































理化が進んだことだ。例えば 80 年代から 90 年代にかけて、レコード会社各社は営業拠




















などを通じて、業容を拡大していった。99 年 2 月現在、星光堂の支店網は北海道から沖


























































































































































































































































































































































































１３ 日本のレコードの生産高が最高額を記録した 1998 年の生産高は約 6,000 億円。その年
の新譜発売点数は約 1万 5,000 点、レコード小売店数は約 8,000 店であった。この年
の書籍と雑誌を併せた出版物の合計発行金額は約 3兆 9,000 億円、新刊本の発売点数
は約 6万 6,000点、出版社の数は約 4,450 社、書店の数は全国で約 2万 6,000 店だっ
た。これらの数字が示すように概していえばレコード産業は出版産業の約 6分の一の
 158 
                                                                                                                                               





























































































特にアメリカからの資本自由化要求は強く、1966 年の第 5 回日米貿易経済合同委員会によ





















































































































































































































































い。たとえばドイツの BMG が 1986 年に GE（ゼネラル・エレクトリック）社が保有して
いた、アメリカ RCA の音楽部門の株式の 75％を取得、それまで自ら保有していた 25％と
併せて、世界のメジャーRCA レコードの全株式を取得した。その折に戦前から続く日本で
の RCA レコードのライセンシーであった日本ビクターが意思表示をすれば、BMG に対抗
して名門 RCA レコードの買収の土俵にあがることはできたのではないか。その時期の日本































































                                                 




２ 日本は IMF（国際通貨基金）に 1952（昭和 27）年に加盟して理事国となっていたが。






たが、それでも 1970 年には自動車産業も 50％自由化となった。レコード産業が 1967 年










果投資内容の変更又は中止が勧告される場合がある。(国立国会図書館 ISSUE BRIEF 
NUMBER 600(2007.11. 8) 外資誘致 外資規制) 
 
５ この点では一部の例外もあった。当時日本コロムビアでは和製ポップスのアーティスト  




















品には JVC という新しい商標を作って使わざるを得なかった。 
http://www.echirashi.com/column/html_columns/momo085.htm 
 
８  GRPレコードは 1972年、音楽プロデューサー兼ピアニストのデイヴ・グル―シン（Dave 
Grusin)と音楽プロデューサー兼エンジニアのラリー・ローゼン（Larry Rosen）の２人




のアルバムを手掛け世に送った。1986 年 MCA の傘下となった。ディブ・グル―シンは
自社のアーティストとしての GRP からアルバムを発表しながら、JVC にも数枚のアル
バムを残しており、日本の JVC（ビクターの米国レーベル）の海外進出に協力的であっ
た。（GRP の日本での契約先だったビクターエンタテインメント洋楽部で GRP 担当レ
ーベル・マネジャーだった青野浩史より取材） 
 
９ 日本ビクターは 1976 年に VHS ビデオを開発した。親会社の松下電器の強力なサ
ポートもあってソニーのベータマックスとの規格競争にも勝利した。VHS 発売以
前は 1000 億円台だった同社の年間売上は、その後年平均 40%の成長を続け、わずか 6
年で売上高 6000 億円台に成長。利益もこの間に 10 倍に拡大した。また日本ビクターは
VHS を武器に海外事業を拡大。生産・販売現地法人を各国に設立しそれを通じて各国の
AV 企業へ技術提供をも行い、同社の海外ブランドである JVC のブランドを確立する。
この間 VHS 関連特許使用料（パテント使用料）の収入も世界各国の企業から 20
年間に亘って享受し、その金額は毎年 100 億円を超えていた（ピーク時は 1988



























起こったことであり（岸［2010 : 76-77］）、且つ深刻なものといっても過言ではない。  
ここで矢面てに立たされたのは欧米に誕生し世界のレコード産業をリードしてきたメジ
ャー企業たちであった。彼らは進もうとしていた方向の転換を余儀なくされる事態に相次


















































レコード事業に参入していた BMG は、1986 年に GE（ゼネラル・エレクトリック）社が
保有していた、アメリカ RCA の音楽部門の株式の 75％を取得、それまで自ら保有してい







































































































また 2004 年 7 月にはソニーと BMG というメジャー同志の統合が発表された。これは一
旦はレコード・ビジネスへの参入を果たした BMG という出版業を母体とする総合 IT 産業
が、コンテンツとしての音楽を扱う事業への読み違いと失望により、レコード・ビジネス
の継続を断念したことを意味するものであった。ドイツのＢＭＧ本社は Sony Music 







の社名からも BMG の名称は消え、Sony Music Entertainment となった。2009 年 4 月に
は日本においても BMG JAPAN 社は、ソニー・ミュージック・エンタテインメントに吸収
された。独ベルテルスマンが RCA のレコード部門を買収したのは、1986 年のことだった










も 2007 年に英国の投資ファンドであるテラファーマ（Terra Firma）の買収案を受け入れ
た８。EMI は 2003 年のワーナー・ミュージック売却の際は、買い手としてブロンフマン・
ジュニアのグループと競ったが、4 年後には逆に買われる立場になった。そして 2012 年に
は EMI はユニバーサル・ミュージック（実際は親会社のビベンディ）に買収される。これ


























































































































































































































































































































































2000 年前後には 100 人から 150 人に減少していたが、2005 年前後には 300～350 人に回
復、2010 年以降は 500 人までに増加している（表４）。また毎年のＣＤシングル（12cm 盤）
の新譜発売タイトル数は、2000 年には 1760 タイトル、2005 年には 2700 タイトル、そし
 186 




















































グループ・ファンドであり、2007 年に EMI レコードを購入したのは英国の投資ファンド
























































































                                                                                                                                 
（注記） 
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コードなどの買収を経て、ついに 1986 年にはアメリカのメジャーである RCA レコード
を獲得する。その翌年 1987 年にはベルテルズマン・ミュージック・グループ（BMG）
と名前も改めて、名実ともに世界のメジャーの一角を占めるようになった。（オリジナ


































                                                                                                                                               
のユニバーサル・ミュージック (Universal Music) も、現在（2015 年）もビベンディが
所有する。（日本経済新聞 2002・4・29 朝刊「メディア帝国の誤算」） 









ベンディに分割売却され、20 世紀の世界の名門 EMI はレーベル名は残ったが、企業とし























１２ Wade,D,  Picardie,J. 1992  Music Man、Ahmet Ertegan, Atlantic Records and the 














































































































































である」（青木 ［2003 : 17-21］）という。このような見方では、グローバリゼーションは
仕掛ける側にも受ける側にも目的意識があって行われたことであり、グローバリゼーショ
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